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福音書からのメッセージ 

わたしの羊はわたしの声を聞き分ける。わ

たしは彼らを知っており、彼らはわたしに

従う。 （ヨハネによる福音書10章27節） 

 

今日は親子礼拝ということで、礼拝のお

話は人形たちを使って楽しくしました。 

あるところに、一匹の羊がいました。名

前はショーンといいます。ショーンは毎日

楽しく過ごしていました。でも一つだけ嫌

なことがありました。それは羊飼いのおじ

さんに、いつもこう言われるからです。 

「ショーン、いいかい。君たち羊はとて

も弱いんだ。だから一人で勝手にいろんな

所にいっちゃダメだよ。みんなでかたまっ

て、みんなについて行って、みんなで助け

合って」。そんなとき、ショーンはこう答

えるのでした。「もう、わかった。わかっ

た。わかったよ。おとなしくしておけばい

いんでしょ」。 

ある日のこと、ショーンは我慢できずに

冒険に出かけることにしました。心配する

仲間の羊たちに言います。「いいかい、み

んな。羊飼いのおじさんには内緒だよ。ち

ゃんと晩御飯には戻ってくるから。珍しい

お花なんかあったら持って帰ってくるか

ら、楽しみに待ってて」。そう言って、シ

ョーンは山の方に行ってしまいました。 

山に出かけたショーンは、きれいなお花

を見つけます。少し手を伸ばせば届きそう

です。「よし、もう少しでお花が取れるぞ」、

そう思った瞬間、足元の岩が崩れ、ショー

ンは崖の途中まで落ちてしまします。「羊

飼いのおじさん、助けて～」、その声を耳

にしたのは、近くを通っていた恐ろしいオ

オカミでした。オオカミは羊飼いのおじさ

んの声をまね、ショーンに近づいていきま

す。しかしショーンは、いつも聞いている

おじさんの声とは違うことに気づきます。 

オオカミは言います。「それなら力づく

で、お前を襲

ってやる。お

前が待ってい

る羊飼いなん

か、捜しに来

るもんか。お

前なんて、た

くさんいる羊の中のたった一匹。お前のこ

となんて忘れているさ。羊なんてみんな一

緒。一匹いなくなっても一緒。誰も気づか

ないし、どうだっていいんだ」。 

それを聞いて、ショーンは悲しくなりま

す。「確かにそうかもしれない」、でもそう

思った瞬間、あたたかいあの声が聞こえて

きます。「ショーン、大丈夫か」。あわてて

逃げていくオオカミをよそに、羊飼いのお

じさんはにっこり笑ってショーンに近づ

きます。「ねえ、何で僕がいないってわか

ったの？」、「そんなのすぐにわかるさ、わ

たしは君の羊飼いなんだよ」、「ねえ、怒ら

ないの？」、「なんで怒らなきゃいけないん

だ。それよりもおじさんはお前が見つかっ

てとてもうれしいんだよ」。 

この羊のショーンの姿、誰かと似ていま

せんか。そう、わたしたちと同じかもしれ

ません。わたしたちも自分勝手に歩き、辛

いときや怖いときに「助けて～」と叫ぶこ

ともあるでしょう。でもわたしたちのこと

を全部知ってくださる方がいるのです。 

羊飼いであるイエス様がいつも一緒に

いてくださる。このことに感謝していきた

いと思います。 
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